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研究報告書 

 
超解像顕微鏡(SIM, STROM法)を用いた、葉状仮足、脂質ラフトの蛍光可視化法の検

討を行った。細胞骨格や細胞膜の蛍光染色、蛍光免疫染色などにより、葉状仮足や脂質ラ

フトの可視化を目指すとともに、画像解析による定量化（大きさ、形態、シグナル量）方法に

ついても検討を行った。 
また、SIM法による、ライブイメージングをトライし、葉状仮足や脂質ラフトの動的変遷の

可視化、定量化についても検討も検討した。 
 さらに、これらの解析系を、骨代謝研究へも応用し、解析技術の相互展開を行う。骨では、

骨芽細胞や破骨細胞の in vivo での細胞運動の解析、超解像での微細構造および細胞運動

の解析へと現在応用展開中であり、興味深い知見を得ている。 
 

 
 
  


